
ＣＳＦ（豚熱）ワクチン接種推奨地域への指定を求める意見書 
 

 平成30年９月、国内では26年ぶりとなるＣＳＦが岐阜県の養豚場で発生してから、

これまで１府９県において、計58例の発生が確認されている。 

また、１府15県では、野生いのししからＣＳＦの陽性事例が確認されており、農

場へのウイルスの侵入に野生いのししが大きく関与していることが示唆されるなど、

豚や野生いのしし等に対する感染拡大防止対策が急務となった。 

 こうした中、国においては、令和元年10月に「豚熱に関する特定家畜伝染病防疫

指針」の一部を改正し、ＣＳＦの感染リスクが高い地域での豚等への予防ワクチン

の接種を開始しているが、ワクチンを接種するためには、農林水産大臣からワクチ

ン接種推奨地域に指定されることが条件となっている。 

 本県では、今年４月24日、隣接する新潟県において、野生いのしし２頭の陽性が

確認され、ＣＳＦウイルスの侵入が懸念されたが、新潟県の感染確認場所と県境が

大きく離れること等の環境要因から、ワクチン接種推奨地域への指定が見送られた。 

しかしながら、一旦、県内の養豚場でＣＳＦが発生すれば、養豚農家及び養豚関

係事業者などへ甚大な被害をもたらすことから、早期に豚等に対してワクチンを接

種し、ＣＳＦの発生を予防する必要がある。 

よって、国においては、本県でもＣＳＦワクチンを早期に接種できるようにする

ため、本県をワクチン接種推奨地域へ指定するよう強く要望する。  

 以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 
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